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プラネタリウム作成 

 
ここから始まる天文普及

 
天文愛好会 CORE 名誉会長（自称）  関大策（宇宙・物質） 

概要 

 天文教育普及の一環として、出張上映会等

にも対応可能なプラネタリウムを製作する。

移動の利便性や設置の簡略化を加味した、軽

量かつコンパクトなプラネタリウムの設

計・製作を行う。また、今後使用していく中

で、装置の拡張性を考慮した設計や試料選択

を行なう。 
 
プラネタリウム投影方式 

 

今回作成したプラネタリウムは、アルミで

投影機を作り、この投影機の表面に星に相当

する小さな穴（ピンホール）をあける。この

投影機の中心に光源を入れ、ピンホールを通

った光が布で作られたドームに投影される

仕組みになっている。ドームは送風機により

内側から膨らませて形を保つ。 

 

目的 

 近年、観測技術の目覚しい発展や、金環日

食・流星群・皆既月食といった天文イベント

が大々的に報じられることもあり、天文や宇

宙への関心が高まっている。その一方で、個

人で天体観測を行うことは容易ではなく、天

文への知的好奇心と実体験の間には乖離が

見られる。このような背景において、天文を

より身近に感じるツールとしてプラネタリ

ウムはきわめて有用と考える。本プログラム

では、軽量かつコンパクトなプラネタリウム

を製作し、それを各地へ持込み上映会を行う

事で、多くの人に星空をより身近に感じて貰

うことを目的とする。また、単に星空の投影

を行うだけでなく、星座の見分け方のアドバ

イス等を交えながらのオリジナルストーリ

ーを練ることで、特色ある上映会を行う。 
 
実施状況 

 ドーム、投影機ともに製作予定工程は完了。

現在は太陽や夕焼け機能等の周辺機器の設

計や試験を行っている。 
 
9 月 既存のプラネタリウム投影機解体

 
 
 
 



部品細部計測 

 
 
AutoCAD による投影機の設計図製作と材料

の決定（付録 1 参照） 
 
星の座標表製作 

 

（付録 2 参照） 
 
ドーム布裁断 

 

 

10 月 材料納入完了 
メンバー全員会議 

 
 
11 月 鋼材加工 ドーム製作 

 
12 月 研修 鋼材加工 ドーム製作 
 
1 月 鋼材加工 ドーム製作 

 
2 月 恒星プロット 鋼材加工 ドーム製

作 

 



3 月  穴あけ作業   

 
  
ドーム完成 

 

周辺機器試作品試験 

投影機組み立て 

 

研修について 

日時：12 月 6 日～7 日 
場所：明石市立天文科学館及び神戸大学 
目的：①プラネタリウム改良の施策を得る 

②解説技術の向上 
 

結果：  
① 機材に関して― 細かな部品の装着方法、

各部材料の品質他、適切な資材の選定等

が勉強になった。既存のプラネタリウム

より精度を上げる為の工夫や、日周運

動・夕焼け機能・天の川等の周辺機器製

作方法についても専門的な知識を教わり、

今回作製したプラネタリウム改良にも反

映させるべく取り組みを行なっている。 
② 解説について― 解説時に使うポインタ

の使い方から BGM・ライトの調整に至

るまでの詳細なアドバイス頂き、現在そ

れを生かした解説を実施しつつある。 
 
 
神戸大学での研修（上）と明石市立天文科学

館での研修（下）の様子 

 

 

 

成果 

図 1：Ⅰ軽量化、コンパクト化に関する成果 

 

 

Ⅱ精度に関する成果 

ドーム内で星の写真を撮ることが不可能な

ので、写真や数値では示せませんが、投影機

を完全は半球にしたため星の位置の精度が

向上した。 



解説例は付録 3 参照 

 

図１から、ドーム布の重さを 30%カットや

送風機を 7 台から 3 台など、軽量でコンパク

トなプラネタリウムが完成したと考える。コ

ンパクトさ・ドームの組み立てやすさ等移動

に向いていながらにして、既存のプラネタリ

ウムを上まわる精度で星の並びを実現でき

た。 
 
今後の展望 

天文を身近に感じてもらえるよう、ハイウ

ェイオアシス等の公共の場所や、他学校での

学祭や自治体にも依頼し、校外での観望会開

催の拡大を目指す。大学での公開天文講習会

や観望会（一般公開）の維持継続と、その中

でのプラネタリウムの活用。大人も楽しめて、

子どもにも解りやすい解説を工夫していく

事で、天文学との距離を縮めるだけでなく、

理科離れを克服する事にもつながり、さらに

は愛知教育大学の活性化にもつながってい

く。 

今後も、全体として高い成果をあげるための

取り組みを継続しつつ、解説技術も含め、よ

り一層の工夫・創作・改良していくことが望

ましい。 

図 2：一般公開ののべ人数 

図 2 は本学で行われた天文台の一般公開に

おける参加者の推移を表しており、横軸は一

般公開の実施回、縦軸はその回での、のべ参

加者数を表している。1回あたりの平均人数

は 66 人のため、年間で考えると 700 を超え

る人に見てもらうことができると予想され

る。また、本学の大学祭では、毎年 300 人の

方にプラネタリウムを見てもらっているた

め、全体では 1 年間に 1000 人以上の方に見

てもうことが期待される。 

 

 

決算 

 収支報告 
収 入  予 算 400,000 残 金 
支     出  

半球 木型製作費 65,600 334,400 
鋼材関連 パイプ他 38,731 295,669 
ｻｰｷｭﾚｰﾀｰ  17,700 277,969 
ドーム布 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 70ｍ 30,750 247,219 
LED 電球  5,140 242,079 
雑材料費 ﾏｸﾞﾈｯﾄ他一式 28,346 213,733 
研修費  185,414 853 
    
   853 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付録１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



モーター部構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付録 2 

プラネタリウム解説案 
 
オープニング 宇宙戦艦ヤマト(instrument) 
春 cherry(YUI) or Polaris(水樹奈々)  
夏 君の知らない物語(supercell)指差し確認 
秋 三日月(絢香) 
冬 オリオンをなぞる (UNISON SQUARE 
GARDEN) or ORION(中島美嘉) 
締め PHANTOM MINDS(水樹奈々) or アコ

ガレ望遠鏡(LiSA) 
 
<コンセプト> 
季節に縛られた解説ではなく、“宙×音楽“と

いうテーマで、プラネタリウム初心者でも親し

みやすい解説を行う。ここでは特に最近の曲を

多く選曲する。 
 
OP はつかみ 
春は、元気が出るような曲。 
夏は、使いやすく、定番の曲。 
秋は、夏からの気温変化や夏休みの終わりなど

少し暗くなる印象がほしい。お月見などのイベ

ントがあるので、月に関する曲。 
冬は、星がとてもきれいなシーズン。きれいな

響きの曲。 
星というものは印象として、きれい、遠くにあ

る 
 
詳細(解説) 
説明は 10 分程度。 
四季を順々に説明しつつも、プラネタリウムの

テーマ(音楽)を説明する。 
流れとしては、春(北極星の説明)→夏(夏の大三

角の指差し確認)→秋(お月見の話からペガス

ス)→冬(オリオン座の説明)→まとめ(神戸大学

で学んだこととして、BGM の使い方) 
まとめは、プラネタリウムと言ってもただ星座

を教えるということにとどまらず、発表者の面

白いという内容(例：音楽、和歌、歴史上の偉

人)で星を解説していけばよい。 
 
テーマ 内容 留意点 
初め 宇宙戦艦ヤマト(inst)を

かける。 
「こんにちは。宇宙の旅

へようこそ。今回は地球

から見る季節の変化を

紹介したいと思いま

す。」 
「最初に、宇宙の旅へ行

く前に注意です。ドーム

内での飲食はご遠慮く

ださい。また、ドームは

送風機で膨らませてい

ますので、もたれかかっ

てしまうと、すぐにしぼ

んでしまいますので、ご

注意ください。最後に携

帯電話など光の出る機

器の使用はご遠慮くだ

さい。」 
「それでは、皆さんと一

緒に宇宙の旅に出たい

と思います。10 秒ほど目

をつむってください。」 

 

春 「それでは、目を開けて

ください。」 
「目の前には、春に見え

る星空が広がっていま

す。宇宙の旅を楽しむに

は、まず、星の方角を知

ることが重要です。天頂

付近をご覧ください。赤

い光が見えるでしょう

か？ 

10 秒の間

にヤマト

はゆっく

り落とし

ていき、

Polaris に

変える。 
「 Polaris
」をかける 
 



こちらに見える７つの

星の並びをなんだかわ

かるでしょうか？こち

らを北斗七星と言いま

す。よく見ると、水をす

くう柄杓の形になって

いますね。こちらの先端

部分の長さを 5倍すると

…」 
「はい。こちらに見える

のが北極星です。北極星

が見える方角が北。こち

らが南。こちらが東。こ

ちらが西となっていま

す。」 
「それでは、タイムワー

プをして、一足早く夏を

迎えたいと思います。」 

ポインタ

ーはゆっ

くりと動

かす。 
 

夏 「夏と言えば、そう七夕

ですね。では、織姫と彦

星を探していきます。こ

ちらをご覧ください。ま

ず、この大きい十字が見

えるでしょうか？こち

ら、白鳥座と言います。

この尻尾の部分のこの

星。こちらをデネブと言

います。」 
「そこから、たどってい

きまして、こちらがわし

座のアルタイル、こちら

がこと座のベガとなっ

ています。織姫星はこち

らのベガのこと。彦星が

こちらのアルタイルの

こととなっています。こ

の紹介した３つが夏の

大三角形となっていま

「君の知

らない物

語」をかけ

る 
曲の尺を

考えなが

ら、解説ス

ピードを

変える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す。」 
「それでは指差し確認

してみましょう。」 
「ありがとうございま

す。それでは、次に秋を

迎えたいと思います。」 

歌詞の｢あ

れがデネ

ブ、アルタ

イル、ベ

ガ｣に合わ

せて指差

し確認。 
秋 「寒くなってきました。

季節は秋です。秋といっ

たら、お月見ですね。き

れいなウサギが印象的

な満月が見られます。で

すが、満月ですと光が強

すぎてほかの星が見え

ません。今回はお月様に

はいなくなってもらっ

ています。」 
「秋に見える代表的な

星座はこちらのペガス

ス座でしょうか。代表的

な４つの星がきれいな

四角形を作っているの

が目印です。」 

「三日月」

をかける。 

冬 「はい。冬です。あった

かくなりたい季節です。

寒いと空気が澄んでい

て、星がきれいに見えま

す。その中でもとても見

やすい星座がこのオリ

オン座です。中央に３つ

星。こちらとこちらには

２つの星と、なぞってみ

ると、とても規則的な形

になっていますね。こち

らのオリオン座はとて

も明るい星で構成され

ていますので、少し明る

いところでも、見える星

「オリオ

ンをなぞ

る」をかけ

る。 



です。」 
まとめ 「私が、曲を季節ごとに

変えていたのはもうお

気づきでしょうか？ 
私は音楽が好きですの

で、解説にあった音楽を

セレクトしてみました。 
今回の解説には、音楽を

ピックアップして選び

ましたが、星には、音楽、

古典、絵、歴史などいろ

いろな分野に関連があ

ります。ですので、いろ

いろな人の解説を聞い

てみると、新しい発見が

あったりしてとても面

白いと思います。 
よろしければ、夜、晴れ

た日に星を眺めていた

だけると、とてもうれし

いです。」 
「これで、公演を終了い

たします。ありがとうご

ざいました。」 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付録 3 

 

実際に用いた座標表の一部 

赤経 赤緯 視等級 固有名(※変光星) 星座

6:45 -16:43 -1.46 Sirius A おおいぬ
6:24 -52:42 -0.72 Canopus りゅうこつ

14:16 19:11 -0.04 Arcturus うしかい
14:40 -60:50 -0.01 Alpha Centauri A ケンタウルス
5:15 -8:12 0.01 Rigel オリオン

18:37 38:47 0.03 Vega ※ こと
7:39 5:14 0.34 Procyon こいぬ
1:38 -57:14 0.50 Achernar エリダヌス
5:55 7:24 0.58 Betelgeuse ※ オリオン

14:04 -60:22 0.60 Hadar ※ ケンタウルス
5:17 46:00 0.71 Capella A ※ ぎょしゃ

19:51 8:52 0.72 Altair わし
4:36 16:31 0.85 Aldebaran おうし

13:25 -11:10 1.04 Spica おとめ
16:29 -26:26 1.09 Antares さそり
7:45 28:02 1.15 Pollux ふたご

22:58 -29:37 1.16 Formalhaut みなみのうお
20:41 45:17 1.25 Deneb※ はくちょう
12:48 -59:41 1.30 Mimosa ※ みなみじゅうじ
10:08 11:58 1.35 Regulus しし
12:27 -63:06 1.40 Acrux みなみじゅうじ
6:59 -28:58 1.51 Adara おおいぬ

17:34 -37:06 1.62 Shaula ※ さそり
12:31 -57:07 1.63 Gacrux みなみじゅうじ
5:25 6:21 1.64 Bellatrix オリオン
5:26 28:36 1.68 El Nath おうし
9:13 -69:43 1.68 Miaplacidus りゅうこつ
5:36 -1:12 1.70 Alnilam ※ オリオン
5:41 -1:57 1.70 Alnitak A オリオン

22:08 -46:58 1.74 Alnair つる  

座標は Smithsonian Astrophysical Observatory Catalogue(SAO カタログ)を参照した。 

多重星は視等級が明るい方を優先する。 

秒角は 29以下を切り捨て、30 以上を切り上げて換算。 

等級は SAO カタログをベースに、一部を HIPPARCOS Catalogues(ヒッパルコスカタログ) に
差し替えて編集した。 

 



最後に 

今回、目標としていたところまでプラネタリウムを完成させましたが、プラネタリウムの

製作はこれで終わりではありません。 

 

ディズニーランドが完成することはない。 

世の中に想像力がある限り 

進化し続けるだろう。  

 

- ウォルト・ディズニー - 

 

プラネタリウムも同じことだと思います。これからも、天文愛好会 CORE の後輩たちが、プラ

ネタリウムを見たかたが感動できるような、そして、より本物の宙（そら）に近いプラネタ

リウムになるよう改良を続けてくれることを期待しています。 
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最後に、プラネタリウム作成メンバー（田中俊行、岩田麻莉子、岡部愛、荻原健、芳野雅
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